
通算　　　　　
2009-10年度　第30回

例会
2633回

2010年2月10日（水）

林　隆雄
小家山　勝

●開会点鐘（12：30）
●ロータリーソング
「奉仕の理想」

●食事

●会長報告
●幹事報告

●卓話

●寄付報告
●出席報告
●閉会点鐘

鈴木　幸栄

■2650地区ガバナー：山本　信男■RI会長：ジョン・ケニー

◆会長報告（今井正蔵君）

◆幹事報告（竹森英彦君）

◆今後の予定

◆寄付累計

会員数　　　19名
出席数　　　17名

出席率　   89.5%

◆出席報告（木暮敏男君）

◆寄付コメント報告(順不同）

責任編集　弟子屈RC会報委員会　　●会報委員長　今井善昭　　　●委員　木暮敏男　小林寿男

　

◆世界理解月間　卓話　　　

1,厳冬のシーズンに気を付けて。
　世界理解月間・小林寿男会員卓話よろしく。

1,厚岸RC会報（回覧）
2,IM　3/13（土）に決定です。釧路全日空ホテル　13：30
　1クラブ3分スピーチ要請　「私にとっての職業奉仕」
　1クラブ1ティーム　仮装カラオケ出場者要請

本日寄付小計　
ニコニコ　　¥,7000　
財団　　　　¥ 
米山　　　　¥,000　　　

ニコニコBOX   　¥269,000

財団BOX     　　 ¥10,000

米山奨学会BOX  　¥10,000

2月17日　卓話　
「弊社の取り組みと展望」
（株）ツーリズム弟子屈
代表取締役　
　　　白石悠浩（やすひろ）氏

2月24日　18：30
今年度・次年度合同懇談会

◆竹森幹事の健康ガイド　　

今週は世界理解月間ということで、国際奉仕委員長.
小林寿男君の卓話となった。まだまだ世界を語ることは・・・
と照れながらも、文献を参考にしながら
お話を始められた。
「2月は世界理解月間（World Understanding Month）です。
1905年2月23日は、ポール・ハリス、ガスターバス・ローア、
シルベスター・シール、ハイラム・ショーレーの4人が
シカゴで初めて会合を開いた日で、この日はロータリーの創立記念日。
よって2月は「世界理解月間」と指定されています。
この月間中、ロータリークラブは世界平和に不可欠なものとして、
理解と善意を強調するクラブ・プログラムを行うよう要請されています。
また、2月23日の創立記念日は、世界理解と平和の日
（World Understanding and Peace Day）と
定められさらに2月23日に始まる1週間を「世界理解と平和週間」と呼び、
ロータリーの奉仕活動を強調することを決議しました。
12年には国際組織がつくられた。奉仕活動にはクラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕がある。
とくに国際奉仕に力を入れ、1978年から3Ｈプログラム（Health, Hunger, Humanity。保健、飢餓追放、
人間性尊重のためのプログラム）による開発途上国の援助、85年からポリオプラス運動
などを行っている。日本では1920年（大正9）に米山梅吉が本部の委任によって
東京Rクラブが発足している。財団寄付金は3年後には50％が地区に戻るシステムであり
これを理解し活用したい。また、米山とともに粗食会等で寄付を捻出しているので
ご理解いただきたい。次回に、ポリオ寄付を2000円お願いしますのでよろしく。
次年度この月間にこの町に滞在する海外の方にスピーチ願うのもいいのではないか。」（要約）

■脂肪肝はアルコールだけではなく
食べ過ぎ、ダイエット過多、糖質過多等によってもなります。
故にバランスよく栄養をとること。
日本人はアルコール分解酵素が少ない。
故に生活習慣としてのアルコールには気を配りましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■今井善昭君　2/4次期理事のかたありがとうございました。
■木暮敏男君　婦人誕生日祝い
■村岡幸雄君　婦人誕生日祝い
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


